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• 章・論文名と著者名、出版年、頁を明記。

• 例）Bettencourt, L. M. A. (2013). The Origins of Scaling in Cities. Science, 340(6139), 1438–1441.
https://doi.org/10.1126/science.1235823

1. 要旨（Abstract）

• 章節構造に沿って、主張／定義／前提／結論を 200–300字で。
• 感想は含めない。引用箇所は頁で示す（例：pp. 25-28）。
• 例）本論文は、都市の社会・空間・インフラ特性が人口𝑁 に対し平均的にべき乗則 𝑌 = 𝑌0𝑁 𝑏 に従うとい
う統一理論を提示する。混合人口・ネットワークの漸次成長・人的努力の上限・局所相互作用の比例という 4
仮定から、経済・創造などの社会経済量は超線形（概ね 𝑏 ≈ 1 + 1

6）、インフラ体積は劣線形 𝑏 ≈ 1 − 1
6 を

導出し、各国の多数都市データで整合を示す。さらに、社会的産出と輸送損失の拮抗から効率の最適点𝐺∗ を
示し、都市計画は密度・移動性・社会的接続性の均衡設計が要である。

2. 考察（Discussion）

• 本文がなす主張を、日本社会・他文献・具体例と接続して議論。

• 反論・限界や、データで検証し得る観点を挙げる。
• 例）

– 日本社会における妥当性：理論に基づく予測は、日本の都市システム（道路・GMP等）においても米欧中
同様、安定性な指数が報告される。他国においても同様（Figure 1）。

– 境界定義に注意：土地面積スケーリングは都市境界の定義差でばらつく。ゆえに、行政界ではなく機能都
市圏で検証するのが望ましい。

– 仮定は適合するか：日本における大都市は混合集団という前提に合致しやすい。。
– 先行研究との位置づけ：産業集積（Marshall, 1920）や多様性（Jacobs, 1969）による議論を、相互作用
を物理量化して統合する枠組み。
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– 限界：本理論は都市全体平均の説明である。都市内の格差・高齢化・交通弱者など内部不均質は直接は扱
わない。

– 参考文献

* Jacobs, J. (1969). The economy of cities. New York, NY: Random House.

* Marshall, A. (1920). Principles of economics (8th ed.). London: Macmillan.

Figure1: タイ王国における都県別建物面積および労働力人口。都県別建物面積は衛星画像から、労働力人口はタイ
労働力調査より取得した。直線は線形回帰結果、灰色部は標準誤差。

3. 重要箇所逐語訳（Key Sentences）

• 重要文を 3–5つ選び、逐語訳を付す。訳語を統一しつつ自然な日本語を目指す。
• 原文：The evidence from many empirical studies over the past 40 years points to there being no
special size to cities, so that most urban properties, Y, vary continuously with population size
and are well described mathematically on average by power-law scaling relations of the form
𝑌 = 𝑌0𝑁 𝑏; where 𝑌0 and 𝑏 are constants in N.

• 訳：過去 40年間に著された数多い実証研究から得た論拠は、都市に特別なサイズはないことを示す。したが
って、ほとんどの都市特性 𝑌 は人口と連続的に変化し、平均して 𝑌 = 𝑌0𝑁 𝑏 という冪乗則にて数学的によ
く説明される。ただし、𝑌0 および 𝑏は Nに関する定数である。

• 原文：The spatial concentration and temporal acceleration of social interactions in cities has some
striking qualitative parallels in other systems that are also driven by attractive forces and become
denser with scale (20, 30).

• 訳：都市における社会的相互作用にみられる空間的集中と時間的加速は、やはり魅力的な力によって駆動され、
かつ規模が増すにつれて密度が高まる他のシステムといくつかの顕著な質的類似性を有する。
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